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（昭和33年9月1日第3種郵便物認可） 

綴
つ
て
保
存
し

ま
し

よ
う
 

じ
 

ク

た
 
ね
 
ま
 

き

ク
 

お
前
ら
は
そ
の
と
き
大
き
な
手
の
な
か
で
 

仲
間
た
ち
と
な
に
か
話
し
あ
つ
て
い
た
。
 

あ
る
い
は
 

夏
の
日
の
水
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
 

秋
の
日
の
み
の
り
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
q
 

や
が
て
 

彼
ら
の
祈
る
よ
う
な
目
に
送
ら
れ
て
 

そ
の
手
か
ら
土
に
か
え
つ
て
ゆ
く
と
き
 

お
前
ら
は
だ
ま
つ
て
い
た
。
 

で
も
 

俺
は
そ
の
瞬
間
こ
え
に
な
ら
な
い
声
を
 

そ
こ
に
き
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
 

そ
れ
は
 

お
前
ら
と
彼
ら
と
自
然
と
の
ふ
れ
あ
う
 

ま
ご
こ
ろ
の
音
だ
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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五
月
一
日

ー

二
十
日
 

襲

課
税
台
帳
の

縦
覧
 

地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
よ

り
、
こ
と
し
の
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
ら
ん
は
、
五
月
一
日

か
ら
二
十
日
（
日
曜
、
祭
ョ
を

除
く
）
ま
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す

こ
と
し
は
評
価
基
準
が
改
正
さ

れ
、
昭
和
三
十
六
年
基
準
年
度

に
く
ら
べ
、
高
く
な
つ
て
お
り

ま
す
が
、
市
で
は
特
例
法
に
基

づ
き
、
田
畑
は
昨
年
と
同
じ
で

す
が
、
宅
地
、
そ
の
他
の
土
地

は
、
昨
年
度
の
課
税
標
準
額
の

一
、
二
倍
の
額
を
限
度
と
し
て

税
額
を
調
整
し
て
お
り
ま
す
。
 

家
屋
は
昨
年
度
と
同
じ
の
場

合
は
、
税
額
も
同
じ
で
す
が
、
 

新
増
改
築
分
に
つ
い
て
は
、
評

価
額
な
ど
前
年
に
く
ら
べ
て
若
 

保
健
所
の

無
料
相
談
 

保
健
所
で
は
、
専
任
の
医
師

に
よ
つ
て
、
無
料
で
健
康
相
談

に
応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市

民
の
ご
利
用
を
望
ん
で
お
り
ま

す
。
 

◇
相

談
 
日
 

月
曜
日
、
金
曜
日
は
午
後
一

時
ー
三
時
ま
で
、
結
核
、
成

人
病
．
水
曜
日
は
午
後
一
時
 

ー
三
時
ま
で
、
赤
ち
や
ん
、
 

栄
養
、
育
成
医
療
、
姓
産
婦

優
生
保
護
 

な
お
、
五
所
川
原
保
健
所
は
末

広
町
（
法
永
寺
向
い
）
 
に
あ
り

ま
す
。
 

干
高
く
な
り
ま
す
。
償
却
資
産

は
前
年
と
だ
い
た
い

同
じ

で

す
。
 

△
縦
ら

ん
日
程
 

（
カ
ツ
コ
内
は
縦
ら
ん
場
所
）
 

五
月
一
日
ー
二
十
日
 

五
所
川
原
、
小
曲
地
区
 

（
市
役
所税
務
課
）
 

五
月
一
日
ー
ニ
日
 

栄

地
区
 

（
栄
支
所
）
 

五
月
四
日
ー
六
日
 

梅
沢
地
区
 
（
梅沢
支
所
）
 

五
月
七
日
ー
九
日
 

七
和
地
区
 
（
七
和支
所
）
 

五
月
十
一
日
ー
十
二
日
 

長
橋
地
区
 
（
長
橋
支
所
）
 

昭
和
三
十
九
年
度
春
季
県
ベ

ビ
ー
コ
ソ
ク
ー
ル
五
所
川
原
保

鍵
所
管
内
の
審
査
は
、
さ
き
ほ

ど
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

当
市
の
入
賞
者
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。
 
（
カ
ツ
コ内
は
保

護
者
と
住
所
）
 

◇
健
康
優
良
児
 

・
 

△
三
月
生
れ
・
丸
海
老
争

（
祐
 

造
、
大
町
）
 △
六
月
生
れ
：
・鈴
 

木
恵
子

（
坂
本吉
夫
、
寺
町
）
 

五
月
十
三
日
ー
十
五
日
 

松
島
地
区
 
（
松島
支
所
）
 

五
月
十
四
日
2
十
五
日
 

三
好
地
区
 
（
三好
支
所
）
 

五
月
十
六

日
ー
十
八
日
 

飯
詰
地
区
 
（
飯詰
支
所
）
 

五
月
十
六
日
ー
十
八
日
 

毘
沙
門
地
区
（
長
富
集
会
所
）
 

五
月
十
五
日
ー
二
十
日
 

中
川
地
区
 
（中
川
支
所
）
 

△
縦
ら

ん
時
間
 

午
前
八
時
三
十
分
ー
午
後
四

時
四
十
五
分
（
土
曜
日
は
十

二
時
十
五
分
ま
で
）
 

な
お
、
都
合
に
よ
り
各
地
区
の

縦
ら
ん
日
に
行
け
な
か
つ
た
方

は
、
市
税
務
課
ま
で
お
出
で
く

だ
さ
い
。
 

△
七
月
生
れ
…
釜
落
摂
子

（
孝

川
端
町
）
 △
八
月
生
れ
…
平
山

英
子
（
清
、
幾
島
町
）
 

◇
育
児
努
力
賞
 

ム
沢
田
松
 （
雛
田
）
 

◇
準
優
良
児
 

ム
三
月
生
れ
…
一
戸
昭
仁
（
千

代
三
郎
、
幾
島
町
）
、
平
山
牧

子

（
幸
三
郎
、柳
町
）
、
△
四

月
生
れ
ー
三
浦
義
孝

（孝
園
、
 

一
野
坪
）
、
伊
藤
孝
希

（
友
彦
 

宅
 
地
 
建
 

物
 

取
引
員

の

試
験
 

県
で
は
、
昭
和
三
十
九
年
宅

地
建
物
取
引
員
の
試
験
を
、
つ

ぎ
の
要
領
で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

受
験
希
望
者
は
、
受
験
申
込

書

（
申
込
書
に
は
五
〇
〇
円
の

県
収
入
証
紙
を
ち
よ
う
付
）
 に

履
歴
書
（
自
筆
の
も
の
）
、
住

民
票
の
抄
本
を
添
え
て
、
青
森

県
土
木
部
監
理
課
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
 

A
試
験
科
目
 

宅
地
建
物
取
引
業
に
関
す
る

一
般
的
知
識
の
筆
記
試
験

ム
試
験
日
と
場
所
 

六
月
七
日
午
後

一
時
か
ら
、
 

弘
前
市
北
瓦
ケ
町
県
り
ん
ご

協
会
 

△
受
験
申
込
書
受
付
期
間
 

四
月
十
七
日
か
ら
五
月
十
六

日
ま
で
 

な
お
、
申
込
書
は
市
役
所
総
務

課
に
あ
り
ま
す
 

下
平
井
町
）
、
山
田
睦
子
へ
慶

昭
、
平
和
町
）
、
 佐
藤
千
賀
子
 

（
清
治
、
下
平
井
町
）
、
 △
五

月
生
れ
…
佐
藤
洋
子
（
勲
、
毘

沙
門
）
、
 △
六
月
生
れ
：
一
渋
谷

彰
洋

（
清
悦
、
高
瀬
）
、
 工
藤

雪
子

（
寛
三
、
下
藻
川
）
、
 △

ヒ
月
生
れ
；
一
片倉
俊
樹

（
五
郎

敷
島
町
）
、
 鹿
内
三
起
子
（
吉

春
、
広
田
）
、
 渋
谷
禎
子
（
俊

一
、
戸
沢
）
A
八
月
生
れ

…
片

岡
宏
文

（
義
孝
、
栄
町
）
、
 千

葉
ゆ
か
り
（
清
三
、
弥
生
町
）
 

山
田
ま
さ
子
（
勝
英
、
梅
田
）
 

◇
準
育
児
努
力
賞
 

△
つ
ぼ
み
乳
児
院
 

入
賞

お

め
で

と
う
 

，ヘ
ビ

ー

コ
 
ンク
ー
 
ル
地
区
の
結
果
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綴
つ
て
保
存
し
ま
し
よ
う
 

ク
た
 
ね
 
ま
 
き

ク
 

お
前
ら
は
そ
の
と
き
大
き
な
手
の
な
か
で
 

仲
間
た
ち
と
な
に
か
話
し
あ
つ
て
い
た
。
 

あ
る
い
は
 

夏
の
日
の
水
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
 

秋
の
日
の
み
の
り
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
q
 

や
が
て
 

彼
ら
の
祈
る
よ
う
な
目
に
送
ら
れ
て
 

そ
の
手
か
ら
土
に
か
え
つ
て
ゆ
く
と
き
 

お
前
ら
は
だ
ま
つ
て
い
た
。
 

で
も
 

俺
は
そ
の
瞬
間
こ
え
に
な
ら
な
い
声
を
 

そ
こ
に
き
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
 

そ
れ
は
 

お
前
ら
と
彼
ら
と
自
然
と
の
ふ
れ
あ
う
 

ま
ご
こ
ろ
の
音
だ
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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五

月
一
日

2

二
十
日
 

襲

課
税
台
帳
の
縦
覧
 

地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
よ

り
、
こ
と
し
の
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
ら
ん
は
、
五
月
一
日

か
ら
ニ
十
日
（
日
曜
、
祭
ョ
を

除
く
）
ま
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す

こ
と
し
は
評
価
基
準
が
改
正
さ

れ
、
昭
和
三
十
六
年
基
準
年
度

に
く
ら
べ
、
高
く
な
つ
て
お
り

ま
す
が
、
市
で
は
特
例
法
に
基

づ
き
、
田
畑
は
昨
年
と
同
じ
で

す
が
、
宅
地
、
そ
の
他
の
土
地

は
、
昨
年
度
の
課
税
標
準
額
の

一
、
二
倍
の
額
を
限
度
と
し
て

税
額
を
調
整
し
て
お
り
ま
す
。
 

家
屋
は
昨
年
度
と
同
じ
の
場

合
は
、
税
額
も
同
じ
で
す
が
、
 

新
増
改
築
分
に
つ
い
て
は
、
評

価
額
な
ど
前
年
に
く
ら
べ
て
若
 

保
健
所
の
無
料
相
談
 

保
健
所
で
は
、
専
任
の
医
師

に
よ
つ
て
、
無
料
で
健
康
相
談

に
応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市

民
の
ご
利
用
を
望
ん
で
お
り
ま

す
。
 

◇
相

談
 
日
 

月
曜
日
、
金
曜
日
は
午
後
一

時
ー
三
時
ま
で
、
結
核
、
．成

人
病
，
水
曜
日
は
午
後
一
時
 

ー
三
時
ま
で
、
赤
ち
や
ん
、
 

栄
養
、
育
成
医
療
、
妊
産
婦

優
生
保
護
 

な
お
、
五
所
川
原
保
健
所
は
末

広
町

（
法
永
寺
向
い
）
 
に
あり

ま
す
。
 

干
高
く
な
り
ま
す
。
償
却
資
産

は
前
年
と
だ
い
た
い
同
じ

で
 

す
。
 

△
縦
ら

ん
日
程
 

（
カ
ツ
コ
内
は
縦
ら
ん
場
所
）
 

五
月
一
日
ー
二
十
日
 

五
所
川
原
、
小
曲
地
区
 

（
市
役
所
税務
課
）
 

五
月
一
日
ー
二
日
 

栄

地
区
 

（
栄
支
所
）
 

五
月
四
日
ー
六
日
 

梅
沢
地
区
 
（
梅沢
支
所
）
 

五
月
七
日
ー
九
日
 

七
和
地
区
 
（
七和
支
所
）
 

五
月
十

一
日
ー
十
二
日
 

長
橋
地
区
 
（
長
橋支
所
）
 

昭
和
三
十
九
年
度
春
季
県
ベ

ビ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
五
所
川
原
保

鍵
所
管
内
の
審
査
は
、
さ
き
ほ

ど
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

当
市
の
入
賞
者
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。
 
（
カ
ツ
コ内
は
保

護
者
と
住
所
）
 

◇
健
康
優
良
児
 
・
 

ム
三
月
生
れ
 
丸
海
老
，

（
祐
 

造
、
大
町
）
 ム
六
月
生
れ
：
・
鈴
 

木
恵
子

（
坂
本
吉
夫
、
寺
町
）
 

五
月
十
三
日
ー
十
五
日
 

松
島
地
区
 
（
松島
支
所
）
 

五
月
十
四
日
ー
十
五
日
 

三
好
地
区
 
（
三
好支
所
）
 

五
月
十
六
日
ー
十
八
日
 

飯
詰
地
区
 
（
飯詰
支
所
）
 

五
月
十
六
日
ー
十
八
日
 

毘
沙
門
地
区
（
長
富
集
会
所
）
 

五
月
十
五
日
ー
二
十
日
 

中
川
地
区
 
（
中
川支
所
）
 

△
縦
ら
ん
時
間
 

午
前
八
時
三
十
分
ー
午
後
四

時
四
十
五
分

（
土
曜
日
は
十

二
時
十
五
分
ま
で
）
 

な
お
、
都
合
に
よ
り
各
地
区
の

縦
ら
ん
日
に
行
け
な
か
つ
た
方

は
、
市
税
務
課
ま
で
お
出
で
く

だ
さ
い
。
 

△
七
月
生
れ
…
釜
落
摂
子
（
孝

川
端
町
）
 △
八
月
生
れ
…
平
山

英
子
（
清
、
幾
島
町
）
 

◇
育
児
努
力
賞
 

△
沢
田
松

（
雛
田
）
 

◇
準
優
良
児
 

ム
三
月
生
れ
…

一
戸
昭
仁
（
千

代
三
郎
、
幾
島
町
）
、
平
山
牧

子

（
幸
三郎
、
柳
町
）
、
 ム
四

月
生
れ
ー
三
浦
義
孝

（
孝
園
、
 

一
野
坪
）
、
伊
藤
孝
希
（
友
彦
 

宅
 
地
 
建
 

物
 

取
引
員

の

試
験
 

県
で
は
、
昭
和
三
十
九
年
宅

地
建
物
取
引
員
の
試
験
を
、
つ

ぎ
の
要
領
で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

受
験
希
望
者
は
、
受
験
申
込

書

（
申
込
書
に
は
五
〇
〇
円
の

県
収
入
証
紙
を
ち
よ
う
付
）
 に

履
歴
書
（
自
筆
の
も
の
）
、
住

民
票
の
抄
本
を
添
え
て
、
青
森

県
土
木
部
監
理
課
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
 

△
試
験
科
目
 

宅
地
建
物
取
引
業
に
関
す
る

一
般
的
知
識
の
筆
記
試
験
 

A
試
験
日
と
場
所
 

六
月
七
日
午
後

一
時
か
ら
、
 

弘
前
市
北
瓦
ケ
町
県
り
ん
ご

協
会
 

△
受
験
申
込
書
受
付
期
間
 

四
月
十
七
日
か
ら
五
月
十
六

日
ま
で
 

な
お
、
申
込
書
は
市
役
所
総
務

課
に
あ
り
ま
す
 

下
平
井
町
）
、
山
田
睦
子
（
慶

昭
、
平
和
町
）
、
 佐
藤
千
賀
子
 

（
清
治
、
下
平
井
町
）
、
 ム
五

月
生
れ
…
佐
藤
洋
子
（
勲
、
毘

沙
門
）
、
 ム
六
月
生
れ
…
渋
谷

彰
洋

（
清
悦
、
高
瀬
）
、
 工
藤

雪
子

（
寛
三
、
下
藻
川
）
、
 △

ヒ
月
生
れ
…
片
倉
俊
樹

（
五
郎

敷
島
町
）
、
 鹿
内
三
起
子
（
吉

春
、
広
田
）
、
 渋
谷
禎
子
（
俊

一
、
戸
沢
）
△
八
月
生
れ
…
片

岡
宏
文

（
義
孝
、
栄
町
）
、
 千

葉
ゆ
か
り
（
清
三
、
弥
生
町
）
 

山
田
ま
さ
子

（
勝
英
、梅
田
）
 

◇
準
育
児
努
力
賞
 

ム
つ
ぼ
み
乳
児
院
 

入
賞

お

め
で

と
 ●つ
一
 

ベ
ビ

ー

コ
 
ンク
ー
 
ル
地
区
の
結
果
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昭和39年 4 月 25 日 

農を以il 	f5月1日～10日） 
〇稲作…苗代の管理を適切に行ないましよう。 

①トンネル式畑苗代は、床内の温度調節に注意する。 

発芽揃いから本葉 2 枚までは 30。C 前後に、本葉 3 
枚目がでたら 25。C 以上にならないように、日中はビ

ニールの裾上げをして、温度を調節する。 また、晩霜

が予想され、温度の変化が激しいと立枯病、ムレ苗等

の障害がでやすいから、、込みの強い日や夜は、ビニ 

・ールの上に三モ等で覆いをする。 

③保温折衷苗代は、除覆がおくれないようにする。 

播種後は水のかけ引きに注意し、苗の長さが4-5ci,i 

本葉 2枚目が半分位でたら直ちに除覆する。 

除覆後 2-'-'3 日は深水にして苗を保護し、その後、 

温暖な，は浅水に、低温の日は深水にする。 

③トンネル式折衷苗代は、苗を徒長させないように。 l 

温度の調節は、 トンネル式畑苗代に準じ、日中の温く

暖な日は、床面がしめる程度に、床面すれすれに湛水 1 

する。 	 1 

0りんご・・・モニりャ病の防除に徹底する。 

①モニリヤのキノコのタネをとばさない処置をする。 

園地の清掃を充分に行ない、特にキノコの発生しや

すい所には、消石灰を3. 3m2 当り125g、または、1000 
位のPCP水和剤を3. 3m’当り3,を撒布し、地表にでて、 

いるキノコを死減させる0 

②薬剤の撤布により、葉グサレをださない。 
( 

芽出し当時から芽出し 2週間後まで、ジクロン、チ~ 

ウラム剤 （サンキノン、ハイキノン、ダイキノン） 巧】 

00倍を 1 週間おきに 3向撤布し、若い葉への病菌の侵 1 

入を防止する。 

③人工授粉を徹底的に実施する。 

花は開約させるまでに2~3日要するので、授粉予~ 

定日より3日位前に採集する。 

開Th 3 日前のつぼみの頃から、なるべく早咲きの花 i 

に行なう。 
（農業改良普及所） 

昭
和
三
十
九
年
度
の
行
政
連

絡
員
辞
令
交
付
式
は
、
四
月
一
一

十
日
、
市
民
文
化
会
館
で
お
こ

な
わ
れ
、
つ
ぎ
の
方
女
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
 

五
所
川
原

地
区
 

坂
本
憲
泰
（
錦
町
）
、飛
島
孝
一
 

（
幾
島
町
）
、岩
谷
善
一

（
柏
原

町
）
、
 気
田
勝
治
（
上
平井
町
）
 

平
山
幸
三
（
平
井
町
）
、松
本
柾

五
郎
（
中平
井
町
）
、寺
田
三
次

郎
（
下
平
井
町
）
、
 工
藤
正
実
 

（
さ
つ
き町
）
、
工
藤
次
栄
（
敷

島
町
）
、
 中
野
鉄
男
（
東雲
町
）
 

唐
川
甚
四
郎
（
旭町
）
、石
井
柾

次
郎
（
大町
）
、
 田
中
文
蔵
（
寺

町
、
岩
木
町
）
、
 山
川
祐
次
郎
 

（
末
広
、新
宮
町
）
、小
野
清
茂
 

（
末
広
町）
、堀
内
貞
三
（
本町
）
 

二
P
謙

一
（
布
屋町
）
、高
橋
武

一
（
東
町
）
、
 
小
野
健
造
（
弥
生

町
）
、
 寺
田
清
（
鎌
谷
町
）
、毛

内
金
次
郎
（
川
端
町
）
、野
呂
卓

弥
（
第
一
柳
町
）
、高
橋
賢
次
郎
 

（
第
二
柳町
）
、
 金
沢
定
雄
（
成

田
町
）
、
 山
上
作
之
進
（
元
町
）
 

木
村
隆
太
郎
（
新町
）
、須
郷
彦

一
（
田
町
、栄
町
）
、田
中
佐
蔵
 

（
田
園
調布
）
、
 前
田
貢
（
十
川

町
）
、
 神
正
良
（
平和
町
）
、小
 
 

栗
山
三
郎
（
小
曲
）
 

栄
 

地
 
区
 

平
山
要
八
、
鹿
内
日
出
城
（
湊
）
 

小
田
桐
七
郎
（
湊
団
地
）
、藤
田

義
雄

（
姥落
）
、
 藤
田
清
次
郎
 

（猫
淵
）
、
坂
本
健
造
（
三
ッ
谷
）
 

成
田
長
四
郎
、
山
田
武
雄

（
稲

実
）
、
 山
田
専
太
郎
、
 二
戸
源

次
（
広
田）
、成
田
酉
蔵
、
角
田

平
吉
（
七
ッ
館
）
 

中
川

地
区
 

佐
藤
定

一
、
吉
岡
勘
十
郎
、
成

田
常
太
郎
（川
山
）
、小
野
豊
四

郎
（
沖
飯
詰
）
、
 笠
井
義
作
（
桜

田
）
、
 小
野
泰
太
郎
（
中
泊
）
、
 

高
橋
昌
造
（
種
井
）
、小
笠
原
又

一
（
田川
）
、原
定
五
郎
（新
宮
）
 

佐

A
木
金
次
郎
（
長
橋
）
 

三
 
好
 
地
 
区
 

対
馬
業
行
、
相
馬
健
造
、
小
林

一
一
一
三（
鶴
ケ
岡）
、
 一
戸
良
秋

川
浪
勇
一
、
 一
戸
賢
作
、
青
山

金
作
（
藻
川
）
、
 渋
谷
宇
作
（
高

瀬
）
、
 小
笠
原
兼
吉
（
福
井
）
 

長

橋
地
区
 

秋
田
善
吉
（
浅
井）
、
三
上
長
幸
 

須
藤
徳

一
（
福
山
）
、土
岐
賢
次

郎

（
杉
派
立
）
、
 石
岡
清
次
郎
 

（
野
里）
、松
野
岩
雄
（
神山
）
、
 

長
尾
慶
作
（
松
野木
）
、
工
藤
東

太
郎
（
福
泉
）
、
 石
岡
治
男
（
若

山
）
、
 横
島
岩
太
郎
（
石
田
坂
）
 

中
山
幸
一
（
戸
沢）
、
中
川
竹
次

郎
（
豊
成）
 

松

島
地
区
 

寺
田
十
三
雄
（
吹
畑
）
、橘
喜
1
1
1
 

郎

（
唐
笠柳
）
、
 寺
田
市
太
郎
 

（
石
岡
）
、太
田
秀
次
郎
、
笹
森

登

一
（
水
野尾
）
、吉
村
嘉
右
工

門
（
漆川
）
、高
杉
勇
一
、
葛
西

男
茶
（
太
刀
打
）
、
三
浦
柾
市
、
 

小
野
千
代
造
、
小
野
徳
右
工
門
 

（
一
野
坪
）
、木
村
伊
省
（
馬性
）
 

村
田
定
次
郎
、
太
田
源
之
駆
、
 

工
藤
武
雄
（
金
山）
、
対
馬
貞
市
 

（
米
田
）
 

飯

詰
地
区
 

前
田
勘
四
郎
（
坂
の上
、
南
新
）
 

和
島
豊
士
尺
北
新

、
中
町
）
、三

浦
四
郎
（
新
町
、大
町
）
、横
山

政
吉
（
伝
助
町
、
下
町
）
、竹
林

房
雄
（
上
町
、
下
町
．
寺
町
）
 

山
中
嘉
之
蔵
（
大
正
町
、
大
日

町
）
、
 竹
林
誠
逸

（
南
下
、
中

下
）
、
葛
西
兵
市
（
長
坂
、味
噌

ケ
沢
）
、其
田
良
逸
（
東
岩崎
、
 

西
岩
崎
）
、
 坂
本
四
郎
（
曙
町
）
 

太
田
源
亜
（
興
隆
、朝
日
）
、
浜

舘
徳
太
郎
（
五
本
松
、北
下
）
 

〇
市
民
文
化
会
館
へ
の
忘
物
 

男
子
用
コ

ー
モ
リ
傘
 

】
』
 

子
供
用
ゾ

ー
リ
袋
 

一

子
供
用
赤
い
財
布
 

一

婦
人
用
布
手
袋
 

一
 

フ
ロ
シ
キ
包
 （
ス
リ
ツ
パ

と
ざ
ぷ
と
ん
が
入
つ
て
ま
 

す
）
 

一
 

※
会
館
事
務
室
で
あ
ず
か
つ

て
お
り
ま
す
。
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
 

七
 
和
 
地
 
区
 

今
専
之
助
、
浅
利
清
四
郎

（
高

野
）
、
 斎
藤
定
吉
、
新
谷
彦
司
 

（
前
田
野
目
）
、
 阿

部
兵
太
郎
 

（
持
子
沢
）
、
 松
山
与
四
郎
（
羽

野
木
沢
）
、
 阿
部
粕
吉
、
斎
藤

勝
雄
（
原
子
）
、
 外
崎
松
四
郎
 

（
俵
元
）
 

毘
沙
門

地
区
 

北
川
明
、
工
藤
治
右
工
門
、
成

田

一
男
、
山
口
吉
太
郎
、
山
口

清
（
毘
沙
門
）
、増
田
武
則

（
上

長
富
）
、
 猿
賀
金
蔵
（
中
長
富
）
 

原
田
信
英
（
下
長
富
）
 

梅
沢
 
地
区
 

戸
沢
辰
五
郎
（
上
梅
田
）
、
鈴
木

長
松
（
中
梅
田
）
、
 竹
谷
喜
八
 

（
下
梅
田
）
、
関
勝
衛
、
成
田
富

雄
（
中
泉
）
 

ロ
一
 
行
 政
 
連
 
絡
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一
二
四
名
を

委
嘱
 


	001
	002

